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『８７分署シリーズ』の作者 

 私が大学生の頃に次々と出版さ

れていたのがエド・マクベインの

『８７分署シリーズ』。当時、ハー

ドボイルドから派生したように見

える「警察小説」が私の興味を惹き

つけたのだった。 

 エド・マクベインは初期と比較し

て中期・後期の作品レベルが下がら

ないのが特徴である。後期になって

も力作がそろっている。『ベスト表』 

 

 

 

 

 

 

 「どの順番」・『代表作』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で私がＮｏ．１に挙げている『殺意

の楔』も中期の作品である。 

 以前『代表作』の号で取り上げた

のは前述の『殺意の楔』の他に『酔

いどれ探偵街を行く』と『ジャング

ル・キッド』の三冊。作風の異なる

作品を並べてみた。今回は『８７分

署シリーズ』の初期の作品の中から

『通り魔』を、後期の作品の中から

『八頭の黒馬』を選んでみた。図書

館でもまだ置いてあるところは多

いようだ。是非お読み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エド・マクベイン『ベスト表』(再掲) 
 『８７分署シリーズ』でよく知られているエド・マクベインは、他にも

エヴァン・ハンター名義で犯罪小説を書き、更にカート・キャノン、リチ

ャード・マーステンなどの名義も使用して多数の作品を発表している。 

『八頭の黒馬』     １９８５年の作。『８７分署シリーズ』第

３８作目。この『８７分署シリーズ』に登場する刑事たちにとっての敵

役として度々登場するのが「死んだ耳の男」。本書はその四冊目に当た

り、究極の敵にたどり着くことができるかの正念場になる。 

 公園で女性の死体が見つかった。巡回のパトロール警官からの連絡で

キャレラ刑事とブラウン刑事が臨場し、首に弾痕があるのを見て、分署

のマーチスン警部補に電話し、本部殺人課のモノハンとモンローのコン

ビが出てくる流れ。分署にはキャレラ刑事宛の差出人不明の無地の封書

が届き、中を開けてみると八頭の黒馬の写真を切り抜いたものと、耳の

写真に太い斜め線が引かれているものが出てきた。刑事たちはこれは

「デフ・マン」からの挑戦状だと結論付けた。続いて届いた封書には「五

個の携帯無線」の写真の切り抜きが入っていた。刑事たちは殺されてい

た人物の身許を調べ始めた。果たして、デフ・マンは姿を現すのか？ 
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《エド・マクベインのベスト表》 

１．殺意の楔 87 の８ 

２．酔いどれ探偵街を行く（短） 

３．警官（サツ） 87 の 22 

４．警官嫌い 87 の１ 

５．ハートの刺青 87 の４ 

６．麻薬密売人 87 の３ 

７．人形とキャレラ 87 の 20 

８．暴力教室 Ｅ 

９．通り魔 87 の２ 

１０．被害者の顔 87 の５ 

１１．殺人の報酬 87 の６ 

１２．ジャングル･キッド Ｅ 

１３．血の絆 87 の 30 

１４．レディ･キラー 87の７ 

１５．凍った街 87の 36 

１６．死んだ耳の男 87 の 27 

１７．クレアが死んでいる 87 の 14 

１８．美女と野獣 Ｈ 

１９．稲妻 87 の 37 

２０．魔術 87 の 40 

２１．煙のたつところ 他 

２２．黄金を紡ぐ女 Ｈ 

２３．熱波 87 の 35 

２４．幽霊 87 の 34 

２５．大いなる手がかり 87 の 11 

２６．毒薬 87 の 39 

２７．金髪女 Ｈ 

２８．ショットガン 87 の 23 

２９．ララバイ 87の 41 

３０．チャイナタウン特捜隊 他 

３１．電話魔 87 の 12 

３２．八頭の黒馬 87 の 38 

３３．カリプソ 87の 33 

３４．空白の時（短） 87の 15 

３５．はめ絵 87 の 24 

３６．たとえば、愛 87 の 16 

３７．サディが死んだ時 87 の 26 

３８．八千万の眼 87 の 21 

３９．ロマンス 87の 47 

４０．夜と昼 87 の 25 

赤字は『８７分署シリーズ』の出版

順を示している。最初の頃の作品でも、

この４０位までに入っていないものも

ある。「Ｅ」はエヴァン･ハンター名義。

「Ｈ」はホープ弁護士シリーズを示し

ている。シリーズ以外の作品も多数。 

 

 

 

 

『通り魔』    １９５６年の作。『８７分署シリーズ』の第二作。

私はポケミス版５３１で読んだかハヤカワ・ミステリ文庫になってから

読んだか記憶が薄れている。今手元に本が残っていないのだ。アイソラ

の街と８７分署の刑事たちの活躍を描く初期の代表作。 

 キャレラは新婚旅行中。第二章で出てくるのはバート・クリング刑事。

肩を銃撃された傷が治って退院したばかり。昔の友人だったピーターが

訪ねてくる場面が描かれる。その頃街では通り魔事件が連続して起こっ

ていた。女性のあとをつけて行ってハンドバッグなどを奪い、口のあた

りを殴りつけた後優雅におじぎをして「クリフォードはお礼をもうしま

す、マダム」という言葉を残して逃走…。ふつうの顔、帽子を被ってい

てサングラス、半ズボン？？ マイヤー刑事など皆で気にかけながら調

べを進めていくのだが…。なぜか殺人事件に発展してしまう。本文中に

指紋カードや犯罪記録としての「資料カード」なども登場してくる。 


